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l．今日の高齢者医療福祉の問題点  

◇ 日本の老年医学は「高齢者の臓器別内科学」として展開されてきた。  

◇ 「臨床高齢者医学・医療」が十分に根付いていない  

高齢者医療が成人内科医療と異なる点   

＊高齢者医療は総合医療である   

＊全ての病気を治そうとしない   

＊QOLを保てる介入は積極的に行う【例】大腿骨頸部骨折の治療  

◇ 地域で高齢者を支える医療環境が整っていない：プライマリ・ケア専門医不在  

◇ 地縁、血縁が高齢者をサポートする力の低下  

＞ 老老介護、独居高齢者の増加  

＞ 都市部では老人会活動も不活発  

2．高齢者医療の展開に求められるもの臨床能力  

1） 高齢者に見られる臨床的特徴の認識  

① 一人で多くの疾患を持っている  

② 症候が非定型的であったり、少なかったりするために、正確な臨床判断が困  

難な場合が少なくない  

③ 多くの重症患者が、精神・神経症候をもって発症したり、途中からそれが加  

わったりしやすい  

④ 各種検査成績について個人差が大きい  

⑤ 水・電解質などの異常を起こしやすい  

⑥ 本来の疾患と関係のない合併症を併発しやすい  

⑦ 治療、ことに薬剤に対する反応が若年者とは異なっている  

⑧ 患者の予後が、医学・生物学的な面と共に、心理・社会・環境的な面によっ  

て支配されることが少なくない  

2） 高齢者によく見られる疾患、症状、徴候への対応能力の修得  

＜循環器系＞   

a） 高血圧   

b） 心不全  
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c） 心筋梗塞   

d） 起立性低血圧   

e） 収縮期高血圧   

力  各種血栓症：四肢、腸管など  

く呼吸器系＞   

a） 呼吸器感染症   

b） 肺炎（特に誤嚇性）  

＜：神経系＞   

a） 脳血管障害   

b） 眩量   

c） 歩行障害   

d） 言語障害・失語症   

e） 記憶障害   

の  TIA   

g） 振戦   

h） パーキンソン病  

く内分泌、代謝系＞   

a） 糖尿病   

b） 脱水   

c） 甲状腺機能障害：克進、低下   

d） 骨粗寿症  

く腎尿路系＞   

a） 前立腺肥大症   

b） 尿流障害   

c） 失禁   

d） 細菌尿   

e） 尿路感染症  

＜こ精神・心身医学系＞   

a） 高齢者虐待：肉体的、心理的   

b） アルコール依存症   

c） 悲嘆反応   

d） 混迷   

e） 鬱状態・うつ病   

0 ICU症候群   

g） 性にまっわる諸問題   

血） 疾病の心理的影響  
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＜消化器系＞   

a） 急性腹症   

b） 便秘  

＜整形外科系＞   

a） 変形性関節症   

b） 転倒   

c） 骨折  

＜その他＞   

a） 薬剤性の各種病態   

b） 難聴   

c） 栄養不良   

d） 手術前後の管理   

e） 裾そう   

0  末期医療（特に緩和医療、緩和ケア）   

g） 視力障害  

3．よりよい高齢者医療一福祉を実現するには一今後求められる諸種の施策  

①プライマリ・ケアの専門性の確立→これを担う“総合する専門医（ジェネラリスト）”の  

養成が必須  

＞ 地域で行われる高齢者の総合的機能評価  

＞ （大多数の高齢者が求めている）現在の健康と生活機能を出来るだけ維持するこ  

との支援：家族支援、地域資源の活用  

②当面の施策として高齢者診療セミナーなどの短期トレーニング  

③量的研究とともに質的研究の支援  

＞ 高齢者研究部門は、限られたところに集約化する  

＞ 高齢者研究の成果を、総合する専門医（ジェネラリスト）”に伝播するのが効率的  

かつ効果的な臨床につながる。  

⑥地域高齢者医療福祉機能評価機構の設立→各地域にノウハウをアドバイスする  

＞ 日本医療機能評価機構に準じたような組織を置き（例えば長寿医療センターに敷  

設して）、各地域（例えば自治体単位）からの申請を受けてその地域の高齢者医療  

福祉について訪問調査し（準備資料が出来るだけ簡略に）、形成的評価（改善のた  

めのアドバイスを中心にした評価）を行う。  

高齢者が隔離されるのではなく、社会から大切にされ尊敬される社会的環境づく  ノ  

りを支援する  
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て展開されていることが多く、総合的な臨床高齢者  
医学・医療が弱い  
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高齢者医療が成人内科医療  異なる点  

＊高齢者医療は総合医療である：  

一全ての疾患・病変を治そうとしてはいけない  

一身体†精神心理・社会経済t価値観の勘案が必要  

－QOLを保てる介入は積極的に行う  

【例】大腿骨頸部骨折の治療  

者プヒニ痴甜盆診療野   



日本の老年医学は「高齢者の臓器別内科学」とし  
て展開されていることが多く、総合的な臨床高齢者  
医学・医療が弱い  

地縁、血縁によるサポートする力の低下している  

在宅医療・介護の条件が整っていないのに在宅医  
療・介護が進められている  
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今日の高齢  

日本の老年医学は「高齢者の臓器別内科学」とし  
て展開されていることが多く、総合的な臨床高齢者  
医学・医療が弱い  

地縁、血縁によるサポートする力の低下している  

在宅医療1介護の条件が整っていないのに在宅医  
療・介護が進められている  

者火病症磨含診療凝   





る内容  

・福祉の問題点  

◆専門  マリ・ケア  

支える専門医  地域  

匡溺  竜＿豆腐浣莞悠・義兄嘉露  

プライマリ・ケアとは   

「日常の健康問題の大半を責任を持って取り扱うこ上ができるよう  

な  ・によって、地域の第一・線で提供さ  
、＿  

‥＿、 れる、包括的なヘルズヶァ・サ⊥ビスである。そのヘルスケア■サt  
ビスは、継続的で、地域や家族を視野に入れたものでなければな  
らない」  

1nstituteofMedicine：PrinlaryCare－ArTleriCa■sHealthi．naN亀WE帽  

NationaLAcademyPressl臓hi：FtgtQ軋E）1．C1．．†996  

名プヒ虜穿藤倉診療邸   
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国の家庭医のトレーニン  
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6ケ月  

専御御 鉢√節2ケ屠  
小．野村  4－6ケ月  

産帝沃礫   狐′6ケ周′  

一御願 2）ケ廊  
仁丹  甘－3ケ眉′  

†年次．・単一賢二劇∫一・2廊一  

之専務一ニ草膠才腰細野  

3年務二軍軌J掴  

2平均虜番数  
す草炭∴ニ尻武．靡靡  

2垂線 ご用誹夕靡密  

3車線．・相成靡摩  
脚、摩形ガ靡、泌尿  

器荷、J野禅、．蛋鼻抒、皮膚  
荷   各†ケ月  

兼ノ野の表：虐厚の彦療対象♪ノブ2β  
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